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立春や梵鐘へ貼る札の数 ／ 飯田蛇笏・・立春の候 

今年の節分は 2月 3日（金）です。したがって、

今年は 2月 4日（土）が立春となります。コロナ禍

のなか、暦の上では春と言っても日本ではまだまだ

寒い日が続いています。もともと立春を定めた二十

四節気は、古代中国の黄河中・下流域の季節感が反

映されています。その地域ではどうやら 1月が最も

寒く、2月から暖かくなっていくようなのです。そ

のことで 2月に立春になると言われています。2月

も寒い日本ですが「立春」と聞くだけでも春が確実に近づいてきた感じがして、少し

気持ちは暖かくなってきます。コロナ禍のなか、居合道の稽古にも優しい季節が近づ

いてきています。このような時こそ自己研鑽を究めていきたいものです。 

「はっけよい！！」・・・平戸子泣き相撲（最教寺） 節分の日 

節分の日には平戸市にある最教寺奥の院で「子泣き相撲」が開催されます。毎年、

多くの参加者や見物客で賑わいます。一番乗りの家族は、午前 0時から並び始めま

す。約 150組 300 人の赤ちゃん力士の取り組みが行われます。参加した親子や待ちつ

かれて寝てしまう赤ちゃんなどもおり、見物客からは、歓声や笑い声などで会場は包

まれます。 

子泣き相撲は、約 400年前に平戸藩初代藩主松浦鎮信が、家来の亡霊に悩まされて

いた時、赤子の泣き声で亡霊が退散し、その後悩まされなくなったという言い伝えが

あり、これを起源として毎年節分の日に行われています。 

   

平戸最教寺 平戸子泣き相撲（平戸最教） 平戸瀬戸を望む平戸城 

お知らせ（1）・・春季居合道講習会及び春季居合道級位審査会 

令和 4年度春季居合道講習会及び春季居合道級位審査会を開催致します。 

１ 期 日  講習会  ：令和 5年 3月 26日（日）10:00～16:00 

       級位審査会：平成 5年 3月 26日（日）16:00～ 

２ 会 場  雲仙市立愛野小学校 体育館 

お知らせ（2）・・・県剣連会費及び居合道部会費納入について 

＜長崎県剣道連盟年会費及び居合道部年会費納入のお願い＞ 

令和 5年度長崎県剣道連盟年会費と居合道部年会費を併せて納入お願い致します。 

１ 長崎県剣道連盟年会費 

① 四段以上は 2,000 円 ②三段以下は 1,000円  ※学生（小中高大）は免除 

２ 県居合道部年会費 

① 一般 2,000円 ②学生（小中高大）は免除 （年会費が 1000円→2000円） 

３ 納入期日 令和 5年 4月 28日（金）までに納入、春季講習会又は直接事務局 

（竹本宛）へ振り込みをお願いいたします。 

 

お知らせ（3）・・居合道段位審査会及び春季居合道講習会 

令和 5年度居合道段位審査会及び春季居合道講習会を開催致します。 

１ 期 日  審査会：令和 5年 4月 2日（日）10:00～12:00（9：00受付） 

       講習会：平成 5年 4月 2日（日）13:00～16:00 

２ 会 場  佐世保総合グラウンド体育館（〒858-0925長崎県佐世保市椎木町）       

３ 審査会 ※午前 10時 00 分 開始（受付 9時 00分〜9時 30分まで）       

４ 審査要領  学科  段位受審者全員に対して行う。（当日、清書用紙を提出） 

        実技  初段、二段、三段は全剣連居合５本（当日指定） 

            四段、五段は古流１本（自由）、全剣連居合４本（当日指定） 

            制限時間６分（始め及び終わりの礼式を含む） 

５ 申込み   令和 5年 3月 26日（日）までに令和専用申込書を事務局へ提出。 

        ※初段受審者は令和 5年 4月 2日で満 13歳以上であること。  

６ 注意事項  

段位（昇段）審査会は年間 1 回（4月審査）のみ実施 

学科試験は「学科試験問題を指定の A4 用紙」にボールペン等で事前に清書して、

当日受付に提出する。（問題内容は長崎県剣道連盟ホームページにも掲載） 

 

 

 

 
写真：紅梅 
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報告（１）・・・長崎県剣道連盟居合道部理事会 報告 

令和 5年 1月 22日（日）居合道委員会及び居合道理事会が長崎県営野球場第 2会議

室において開催されました。長崎県内の居合道委員及び理事が出席をしました。理事

会の内容は令和 4 年度事業報告、令和 5年度事業計画案、予算案、令和 5年度県剣連

年会費・居合道部年会費納入、その他の事項では居合道部会費値上げ、居合道普及活

動について検討し、決定しました。 

◇令和 4年・5 年年度役員（敬称略） 

居合道委員長・部長：高木志伸 副部長：月見一博・平 禮道 事務局長：竹本剛 

    居合道委員：中村武文 

居合道理事：片山倉則（県連）、藤原昌史（県連）金丸律子、岩男徹史 

作永憲昭、山領伊都子、田口春男、宮﨑大輔、高屋元治 

濵本勝馬、塩士宗喜、小嶺裕子 

   監   事：川見秀人、中村政樹  

◇第一号議案  

令和 4年度事業報告（まとめ） 

《講習会参加人数》 ①4 月 春季講習会  34 名    ②9 月 伝達講習会 38 名 

             ③10 月 秋季講習会 30 名    ④11 月 古流研究会 18 名 

《県内段位審査報告》 4 月 初段 5 名 四段 1 名 全員合格 

《県内級位審査報告》 9 月 1 級 2 名  全員合格（出張審査 県立武道館） 

《中央段位審査報告》 ①  7 月 六段 3 名合格  陣川賢一・小峯龍太郎・畑中健佑 

②11 月 六段 1 名合格  田口春男 

《県下段別選手権》 参加者数 54 名 

《全日本居合道大会》 監督高木志伸、七段 宮﨑大輔、六段 岩男徹史、五段 作永憲昭 

令和 5年度事業計画（まとめ） 

4月 2日（日） 居合道春季段位審査会・講習会        佐世保市総合 

5月 13日（土） 第 1 回長崎県居合道委員会・理事会     平戸市未来創造館 

5月 14日（日） 第 53回長崎県段別居合道選手権大会     平戸小学校 

9月 10日（日） 全剣連居合道伝達講習会・居合道級位審査会  佐世保市東部 

10月 1日（日） 秋季居合道講習会・長崎県居合道演武大会    佐世保市総合 

10月 21日（土） 第 58回全日本居合道大会                 東京都武道館 

12月 3日（日） 長崎県居合道古流講習会                 長崎県立武道館 

1月 21日（日） 第 2 回居合道委員会・理事会                 県営野球場 

3月 16日（土） 北九州居合道大会                          北九州体育館 

3月 24日（日） 春季居合道講習会・級位審査会        佐世保市総合 

 

◇三号議案 令和 5 年度居合道部会費値上げについて 

居合道部年会費 200,000 円  （令和 5 年度より 1000 円/1人→2000 円/1 人）決定 

※ 年度決算 200,000 円→会費値上後 100,000 円抑えることができるが対策を立てる必要性

（対策） ① 会員数の増加 （推進事項） ②段位、級位審査受審者数増加 （推進事項） 

③講習会にて居合道協力費徴収 講習会の時に 500 円程度（次年度検討事項） 

◇第四号議案 令和 5年度担当地区について 

◇来年度の県下大会・審査会・講習会等担当地区は、平戸・松浦地区であるが、運営

上の理由で県下大会・居合道理事会以外は佐世保市で開催予定。佐世保地区と協力 

◇次年度以降の当番地区は、以下のとおり。 

平戸・松浦（2023令和 5年）→佐世保(2024令和 6年)→大村(2025令和 7年) 

→ 長崎（2026 令和 8年）→諫早（2027令和 9年）→島原・雲仙（2028令和 10年） 

◇第五号議案 居合道理事からの報告 情報交換 

ⅰ）段位審査について 

（H理事）：居合道審査会の年間 2回実施を復帰できないか？ 

（回 答）：現在の段位審査受審者数では困難である。令和 4年度では年間 1回であっ

たが、昨年 1年間で受審者は初段 5名、四段 1名の 5名で審査員よりも

少ない状況であった。（受審者数の増加することが望ましい） 

（M理事）：県外（福岡、佐賀）の審査会の日程をホームページ等に掲載して欲しい。 

（回 答）：早速、調査して「居合道たより」、剣道連盟ホームページに記載するが、

基本的には長崎県内受審を基本とする（級位審査は長崎県で受審） 

ⅱ）普及活動について 

（N理事）：ホームページなどの普及活動に宣伝広告などの予算を計画して欲しい 

（回 答）：各道場単位でのホームページの開設をして普及活動を図って欲しい。 

     居合道部としてホームページコンテストなどを計画して啓発活動をする。 

（K理事）：剣道では少年剣道体験会を武道具店と提携して、参加者に竹刀を提供した

り、チラシや広告活動の指導をしている。普及活動はどのようなことでも

「やらないよりもやった方がまし」というような気持ちで地道であるが、

継続していくことが大切である。昔の考えをいつまでも持っていて「来る

のをいつまでも待っている」は会員増加や普及活動にはならない。        

（S理事）：島原地区では小学校の生徒数が激減していることが大きい 

（H理事）：小学生や中学生が増えているのは、子ども達同士が誘いあっている。その

ような環境づくりをしていくようにすることが大事ではないだろうか？ 

（H理事）：大人で入会してくる方は全居連の方がいる。新入会は剣道のみではない 

（回 答）：全居連などの他団体の普及には目を見張るものがある。これからも参考に

したい。また、杖道のように居合道部として体験会を実施してはどうだ

ろうか？普及活動の検討をやっていく必要がある。 


